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イチゴ新品種「美辰 娘」の栽培に関する研究

On Cultivation Techniques of a New Strav/bett Cultivar `Mino・ lヽusume

越川兼行・長谷部健―
° 安田雅晴

Kalleyuki ttЭ 螂 WヽA Ken′ ichル SヽEBE・ and Ma¨崎aruヽしヽSUDA

要 約 :イ チゴ新品種 「美濃娘」の栽培技術の確立のため、施肥、株間、電照及び摘昔が生育及び収量に及ぼす影響
を検討した。基肥量では窒素成分10kg/10a程度が良好であり、株間は18～ 21c皿、電照時間は 4時間、電照開始は11

月中下旬が適当であった。摘苦は程度が強いと収量の低下を招くが、草勢の維持及び大果生産に有効であった。作型

では夜冷育苗及び無仮植育苗による促成栽培の収量性を検討した。夜冷育苗では平均果重が小さくなるものの、収穫

時期の前進化に大きな効果を示し、ポット育苗との作型組み合わせに有効と判断された。無仮植育苗では収量の低下

がみられ、導入には検討を要する。
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緒  言
イチゴ新品種 「美濃娘J(品種登録出願中)の特性に

ついて、前年度に報告した
2ヽ 「美濃娘」は食味が良好、

果色が鮮やかな赤でつやがあり、果実が硬い等の果実品

質に優れる特性を有するが、草勢がやや弱いため、高品

質で多収を得るには特性を活かす栽培技術を明らかにす

る必要がある。本報告では施肥、株間、電照、摘書及び

夜冷育苗及び無仮植育苗の作型について研究を行つたの

で報告する。

【試験 1】 基肥量に関する検討

[目 的]

ポット育苗による促成栽培において、基肥量が生育と

収量に及ぼす影響を明らかにする。

[材料及び方法]

試験区は基肥量を窒素成分で 7 kg/1o a、 14kg/10a

及び28kg/1o aの 3水準とした。肥料はイチゴ専用肥料

(555)を使用した。

断 8月 15日 、本ぼ定植 9月 24日 、保温開始 10月 24日 、

電照期間11月 21日 から2月 25日 、ビニルは通年被覆条

件で栽培した。

追肥はロング250140日 タイプを10月 16日 に何れの区

も窒素成分 5 kg/10aを 施用した。

[結果及び考察]

収穫始めは何れの区も12月 11日 であつた。草丈は施

肥量が少ないほどやや大きい傾向もみられ、施肥量に応

じた生育の傾向は認められなかった。頂果房の着果数も

同等であった (表 1)。 月毎の収量の傾向も試験区間に

大きな違いはみられず、総収量は同等であった (表 2)。

多肥で商品化率や平均果重がやや劣り、規格別収量のL

以上の大果が少なくSが多くなった。規格別収量のL以

上計、優品も含めた15g以 上の大玉計及び秀品計にお

いては14kg区が良好であった (表 3)。 果実品質におい

ては同等であった (データ省略)。

これらのことから、施肥量においては多肥による良好

な効果は認められず、 10a当たり施肥量は 7～ 14kg程

2003年 6月 中旬に受けポット方式で採苗し、窒素中  度を標準とすることが示された。
表 1 施肥の違いによる生育 (調査日2003年 1月 9日 )

表 2 施肥の違いによる月別収量 (単位 :kg/10a、 ()内は 7 kg区対比)
試験区  11月 ~豆 H ~1戸

~~2万~

7 kg  ―
14kg  ―

496   856   1427   1158
559    961   1473   1376

試験区 憶膚  量層  量お 
イ
え喬r 
」
ャ蕊摘 委属「 貢彙警 雹8  

葉色
 怪管管P

7 kg   30 1    25 0   26 1    80    64    23 8   10 6    18 0   45 2  12月 11日
14kg   30 2   23 4   24 8    73 58    245   112   179   456  12月 11日
28kg   34 2   21 9   23 0    78    59    23 5   10 0   15 2   45 3  12′ ]11日

28kg    -     567    900   1403   1362
1910  6279(102) 6051(102)    96
1851  6083( 99) 5684( 95)     93

* 農業技術課



表3 施肥の違いによる規格別収量 (単位 :kg/10a、 ()内は可販収量比)
試験区  3L
7 kg  701  792
14kg  787  875
28kg  590  687

注)秀品 3L28g以 上 2L21～ 28g、
良品 A15g以 上 B10～ 15g

S  2S  A  B

1048 1256 715  83  1193  111   2325(41)  3518(62)  4379(77)

L15～ 21g、 M10～ 15g s 6～ 10g、 2S4～ 68

1149 1338 608  95  1221  53   2642(44)
1222 1205 637  61  1150 114  2884(48)

3863(65)  4683(79)
4034(67)  4787(79)

[結果及び考察]

2000年 の収穫始めは18cm区が 12月 12日 、 21c皿と24

cm区が 12月 7日 であった。生育は何れの区も同等であっ

た (表 4)。 2月 までの前期収量は24cm区でやや少なく、

可販合計は18m区がやや多くなった。株当たり収量は、

18卸区640g、 21∞区695g、 2“口区81l gと株間力
'広

いほど多くなった (表 5)。 規格別収量は18cn区のM以

下収量が多く、大玉率は株間が広いほどわずかであるが

高くなる傾向で、平均果重は18m区 でやや小さくなつ

た (表 6)。

2002年 の収穫始めは、試験区間で 1週間の差があっ

たが、株間との傾向は明らかでなかった。生育は 15cロ

区の草丈がやや高く推移したが、その他の項目では差が

なかった (表 4)。 月別収量は15cm区で 3月 の収量の低

下が大きく、総収量、可販収量とも株間が広いほど多く

なる傾向であつた。株当たり収量は、2000年 と同様に、

1 5cn区 594g、 18c口区743g、 21cm区871gと株間力:広

いほど多く、株間が広くなり定植株数が少なくなる分を

株当たりの収量が補う結果であつた (表 5)。 規格別収量

は15cm区のM、 S収量がやや多く、 A(優品)がやや
少なかった。そのため平均果重は 15cm区がやや小さく

なった (表 6)。

これらの結果から株間は18～ 21c皿が適当と判断された。

L以上計 3L+2L+L大 玉計 3L+2L+L+A、 秀品計 3L+2L+L+M+S+2S

いは 2】 株間に関する検討

[目 的]

ポット育苗による促成栽培において、株間が生育と収

量に及ぼす影響を明らかにする。

[材料及び方法]

試験区は2000年 には 18、  21、  24¨、 2002年には 15、

18、 21cmで行つた

2000年の試験は土耕栽培で行い、 6月 中旬に受けボッ

ト方式で採苗し、空素中断 8月 10日 、本ぼ定植 9月 22

日、保温開始 10月 25日 、電照期間H月 20日 から3月 11

日、ビニルは通年被覆条件で栽培した。基肥はイチゴ専

用肥料 (555)を 窒素成分10kg/10a、 追肥はロング2

50140日 タイプを10月 10日 に空素成分5kg/10aを施用

した。

2002年の試験は高設ベンチ栽培 「岐阜県方式 (培養

液閉鎖系)Jで行い、給液回数は時期により5～ 9回 と

し、 1回当たりの綸液時間はり1液感知型給液ポンプ制御
とした。肥料の給液開始は 9月 21日 、EC濃度は概ね0
7S/mで生育初期と3月 以降は低く管理した。定植は 8

月15日 、電照期間はH月 15日 から2月 28日 、保温開始

は10月 20日 、炭酸ガス施用は11月 15月 から3月 10日 と

した。

表4 株間の違いによる生育 (調査日20∞年 1月 5日 、2∞2年 5月 27日 )

試験年次 試験区 構行  量お
草丈 小葉縦 小葉横 果梗長 着果数  葉数
(cn)    (m)    (cm)    (c口 )    (果 )    (枚 )

葉色  収穫始め
(月 日)

2000年

2002年

1 8cm   42 2

21cm   431
24c皿    424
15cm   49 0

1輸    450
21cm   50 0

232   271
241   267
240   268
330   400
300   363
310   360

77    256
78    239
76    233
89    280
85    233
87    277

118   129
108   141
117   138
-   287
-   287
-   293

12月 12日

12月 7日

12月 7日
12月 12日

12月 16日

12月 9日

112
104
111
110
98
109

９

　
７

　
３

７

　
７

８

４

４

４

つ
４

５

３

５

２

　
１

４

４

４

表 5 株間の違いによる月別収量 (単位 :kg/10へ ()内は18m区対比)
11月   12月   1 2月   3月   4月   5月

20004F   18cロ

21c皿

24c・m

2002年   15cm
18cm

21cln

519    862
476    911
469    861
502   1566
498   1480
610   1478

1496   1603   1598
1466   1356   1412
1353   1441   1622
1458    578   1207
1546    828   1202
1434   971   1118

-  5923(100)
-  5520(93)
-  5632(95)
968  5944( 96)
913  6191(100)
1003  6218(100)

640(100)

695(109)

811(127)

594( 80)

743(100)

871(117)

一　

二

一
一　

一　

一



表 6 株間の違いによる規格別収量 (単位 :kg/10a、 ()内 は可販収量比)
3L   2L   L   M   S   2S B L以 上計  大玉

2000年   18co1  737  936  1185 928  331   58
21cD1 690  912  1087 855  230   24
24cm  731  987  1191  805  232   30

1632 116 2858(48)4491(76)4175(70)  184
1650  70 2690(49)4340(79)3800(69)  193
1584  73 2909(52)4493(80)3976(71)   195
1762 207 2622(44)4384(74)3976(67)   179
2203 197 2600(42)4803(78)3792(61)   195
2172 274 2577(41)4749(76)3773(61)  189

20024「   15cm 499  930 1193 888  419  47
1 8cm 624  852  1124 869  290  62
21cl1 412  904 1261  857  311   28

注)秀品 3L28g以上、2L21～ 28g、 L15～ 21g、 M10～ 15g s 6～ 10g 2S4～ 6g
良品 A15g以 上 B10～ 15g
L以上計 3L+2L+L 大玉計 3L■2L+L+A 秀品計 3L+2L+L+M+S+2S

【試験3】 電照時間に関する検討

[目 的]

「美濃娘Jは草勢がやや弱く 頂果房の果梗が短いこ
とから草勢を旺盛にする必要がある。そこでポット育苗

による促成栽培において、電照時間が生育と収量に及ぼ

す影響を明らかにする。

[材料及び方法]

試験区は4時間と6時間電照の 2水準とした。

2000か ら2003年の 4カ年試験を行った。耕種概要は

6月 中旬に受けポット方式で採苗し、空素中断が 8月 15

日前後、本ぼ定植は2001年が 9月 14日 と早く、2002年

と2003年が 9月 24日 と遅い年であつた。保温開始は10

月下旬、電照期間11月 20日 前後から2月 末、 ビニルによ
る通年被覆条件で栽培した。基肥はイチゴ専用肥料 (5

55)を窒素成分 10kg/10a、 追肥はロング250140日

タイプを10月 中旬に窒素成分5kg/10aを施用した。

[結果及び考察]

生育は、 6時間区の草丈が2003年では劣ったものの、
他の 3カ年は優り、2001年は 1月 の草丈に 7c回の差が生

じた。 2001年は花芽分化が早く、収穫始めが11月 下旬

と早くなったことから着果負担も大きく、電照時間が草

勢に及ぼす影響が大きかったものとみられた。果梗長は大

差ないものの 6時間区で優った年は2002年のみであり、

電照時間が果梗長に与える影響は無いとみられた (表 7)。

年内収量は6時間区が優った年が 3カ年あり、その差

は100～ 200kg/10aで、2002年は園f同等であった。可

販収量は6時間区で 3カ年劣る結果となり、最大500kg/

10aの差が生じた。この 3カ年は 2月 と4月 の収量が 4

時間区に比べ劣る結果となり、 6時間区の時期別収量を
大きく変動させる結果を招き、収量が低下するものとみら

れた (表 8)。 平均果重は2001年で同じ、他の 3カ年は6

時間区がやや優る結果であったが、規格別収量では電照

による大きな違いや傾向が判然としなかった (表 9)。

表 7
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表 8 電照時間の違いによる月別収量 (単位 :kg/10a、 ()内 は 4時間区対比)
11月   12月
一
　

一

間

間

時

時

６
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年０００ 713

519

1364
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1764   1605  6173(104)
1603   1598  5923(100)
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８
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2001年   6時間   199   1133
4時間   140   1079

2002年  6時 間   -   671

1975   1675  6382( 94)
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1550   952  5191( 95)
1415   1071  5464(100)
1183   2026  5658( 95)
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表 9 電照時間の違いによる規格別収量 (単位 i kg/10a、 ()内 は可販収量比)
誦

…

2-S 2S  A  B L以 上計  大玉計

に及ぼす影響を明らかにする。

[材料及び方法]

準とした。電照時間は日長延長の 4時間とした。

2000か ら2003年の4カ年試験を行った。その他の耕

種概要は実験 3と 同じである。

[結果及び考察]

生育は、早期区の草丈が 4カ年とも優り、 1月 の生育

2002年 早期    390   330
慣行    270   190

28  1468  115 3087(50)4555(74)4590(74)
58 1632 116 2858(48)4491(76)4175(70)
68  1420  109 2799(44)4219(66)4853(76)
130 1654 118 2831(42)4485(66)5048(74)
29  1443  124 2403(46)3846(74)3625(70)
42  1458  110 2586(47)4043(74)3897(71)
43  991   97 2813(50)3804(67)4571(81)
95  1221   53 2642(44)3863(65)4683(79)

も早期区が優ったがその差は 1～ 5 cmと小さく、草丈の

伸びが大きかったためィチゴの樹下で果実が成熟するこ

a以内の差であった。可販収量は早期区で 4カ年とも劣

る結果となり、最大1.000kg/1o aの差が生じ、早期の

収量では 2カ年で 3Lと 2Lの収量が低下しMと Sが多
くり、他の 2カ 年はほとんどの階級で早期区が劣った

(表 12)。

電照の10月 下旬開始は草勢を旺盛にする効果が大き

いが、収量の低下を招き、年内収量への影響や規格別収

95    73   264   113    142   433
80    64   238   106   180   452

2000年  6時間 1037 856
4時間  737 936

2001年  6時間  519 981
4時間   598  869

2002年   6時間   618  733
4時間  581  851

2003年  6時間  7731007
4時間   701  792

1194 1099 376
1185  928 331
1299 1336 650
1364 1327 761
1053  833 360
1153  929 340
1033 1145 570
1149 1338 608

注)秀品 3L28g以上 2L21～ 28g、 L15～ 21g、 M10～ 15g、 S6～ 10g、 2S4～ 6g
良品 A15g以 上、B10～ 15g
L以上計 3L+2L+L大 玉計 3L+2L+L=A 秀品計 3L+2L+L+M+S■ 2S

【試験4】 電照の開始時期に関する検討

[目 的 ]

「美濃娘Jは草勢がやや弱く、頂果房の果梗が短いこ  ととなり、病果の発生が多くなった (表 10)。
とから草勢を旺盛にする必要がある。そこでポット育苗   年内収量は早期区が優った年が 2カ年あったが、その
による促成栽培において、電照の開始時期が生育と収量  差は100kg/10a以 内であり、逆に劣った年も100kg/10

試験区は10月 下旬の早期と11月 20日 頃の慣行の 2水  電照開始は明らかに収量を減少させた (表 11)。 規格別

調査で差の小さい年で 4 cm、 最も生育差が生じた2002  量への影響も優れる点が少なく、栽培方法としては不適
年では 1 6clとなり 草丈40cnの 生育となった。果梗長  と判断される。

(cnl)    (cm) (cn)  (cm)  (cm)  (果 )  (枚 )
2000年   早期    554   336 152   100   283   133   121   415

112    77   256   118   129   479慣行  422  232
2001年   早期   350   260 316    95    73   306   133   127   471

190    67    55   274   140   163   546
383   126    96   279    97   132   423
220    81    64   224   103   132   492

慣行  250  150

2003年    早期    312   267 ５

１

０

　
６

６^
　
２慣行    301   252

６

　

１

3月

1318   1592   1396  5706( 96)    179
1496   1603   1598  5923(100)    184

4月
2000年    早期

慣行
2001年  早期

慣行
2002年  早期

慣行
2003年  早期

慣行

１

０

４

４

２

１

614
519

1014

1079

１

２

６

４

８

６

２

９

８

８

７

８

671   954
724   996

1440   1644
1326   1880
1505   1472
1572   1415
1333   1294
1427   1158

1948  6565( 96)    168
1945  6821(100)    161
1028  5183( 95)    192
1071  5464(100)    179
1395  4904( 82)    160
2231  5957(100)    163

０

　
６

４

５

７

８

８

　
８

４

４

表10 電照開始時期の違いによる生育 (調査日2000年 1月 5日 、2∞ 1年 1月 29日、2∞2・ 2∞3年 1月 9日 )

表11 電照開始時期の違いによる月別収量 (単位 :kg/10a、 ()内はポット育苗対比)
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表 12 電照開始時期の違 いによる規格別収量 (単位 :kg/10a、 ()内 は可販収量比 )

試験年次 試験区  31´  2L  L  M  S  2S__A  B_l           品計_
2000年   早期   568  865  1223 1019 410   41  1519  61 2657(47)4176(73)4126(72)

慣行   737  936  1185  928  331   58  1632 116 2858(48)4491(76)4175(70)
2001年   早期   626  817  1355 1407 591   90  1621  58 2798(43)4419(67)4886(74)

慣行   598  869  1364 1327 761  130  1654 118 2831(42)4485(66)5048(74)
2002年   早期   597  777  1091  757  302   21  1485  154 2465(48)3949(76)3545(68)

慣行   581  851  1153  929 340   42  1458 110 2586(47)4043(74)3897(71)
2003年   早期   538  659 1045 1085 329   13  1154  81 2242(46)3396(69)3669(75)

慣fテ   701  792  1149 1338 608   95  1221   53 2642(44)3863(65)4683(79)

注)秀品 3L28g以 上、2L21～ 28g、 L15～ 21g、 M10～ 15g s 6～ 10g 2S4～ 6g
良品 A15g以 上 B10～ 15g
L以上計 3L+2L+L、 大玉計 3L+2L+L+A、 秀品計 3L+2LttL+M+S■ 2S

【試験5】 摘花に関する検討

[目的]

「美濃娘」は果房当たりの着果数が少ないものの、腋

芽の発生が多く、それに伴い果房の発生数が多く生育後

半に小果となりやすい。そこでポット育苗による促成栽

培において、 2S階級やそれより小さい格外果の摘花が
化育と収量に及ぼす影響を明らかにする。

[材料及び方法]

試験区は摘花と放任の 2水準とした。試験は2001か

ら2003年の 3カ年を行った。2001年の摘花区は頂果房

10果 +第 1次腋果房7果 +その後放任とした。2002年

と2003年は何れの果房も 5～ 7果に摘花した。2001年

の摘花の程度は2002年 と2003年に対し弱かった。耕種

概要は実験 3と同じである。

[結果及び考察]

生育は、 2001年 と2002年 で摘花区の草勢が優 り、

2003年では草丈がやや低いものの株張り及び草高で優

り、摘花が草勢の確保に有効なことを示した (表 13)。

収量は2001年では摘花区が優つたが、2002年 と2003

年では摘花区が300～ 500kg/10a劣 る結果となり、摘花
の程度が強いと収量の低下を招くことが示された(表 14)。

規格別収量では摘花区で 3カ年とも3L、 2L及びA
の収量が多く、放任区でM、 S及び 2Sが多くなった。
このため 大玉率は 3カ年とも摘花区が高く、2001年
に比べ2002年及び2003年 の差が15～ 18%と 大きく、

平均果重は2001年で lg弱の差であったが、後の 2カ
年は 3～ 5gと大きな差となった。放任区の平均果重は
15g程度であるのに対し、摘花により平均果重は18～

20gまで高めることが可能であった (表 15)。

表13 摘薔の有無による生育 (調査日2∞ 1年 1月 29日、

2001年 曹

任

摘

放

(cm)    (cm)    (cm)    (c皿 )    (cm)
０

　

０

α
υ
　
Ｅ
Ｊ

９
４
　
つ
ι

170   231    78    55    277   100   160   540  11月 22日
150   190    67    55    274   140   163   546  11月 19日
160   205    74    61    195    50   120   519  12月  9日
130   175    74    57    193    97   117   511  11月 28日
186   198    77    58    259    73   162   431  12月  8日

2002年   摘菅    220
放任  250

2003年   摘苦   347
放任  257 163   218    75    60    280    96   127   492  12月  8日

2∞2年 1月 9日 、 2003年 1月 21日 )

表 14 摘膏の有無による月別収量 (単位 :kg/10a、 ()内は放任区対比 )

11月   12 1月   2月   3 4月  可販
2225  7017(103)
1945  6821(100)
1127  4801( 95)
1337  5073(100)
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０
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０
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ｈ^
〉
　
底
０
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４

９

５

６

８

２

８

９
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１

１

　
９

つ
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●
０

８

　
５

０
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ウイ

ウ
′
　
ハ
υ

４

５

一　

一

苦

任

摘

放

年３００ 816   1409  4616( 89)
1050   1362  5195(100)



表15 摘蓄の有無による規格別収量 (単位 :kg/10a、 ()内 は可販収量比)
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ポット  8月 15日    -   9月 24日
2003年  夜冷   8月 1日  8月 11日  9月 8日

ポット  8月 15日    -   9月 22日
その他の耕種概要は6月 上中旬に採苗し、ハウスのサ

イ ドの開口部には lm目 のネットを展張した雨よけビニ

ルハウスで育苗した。保温開始は10月 下旬、電照期間11

月20日 前後から2月 末、 ビニルによる通年被覆条件で栽
培した。基肥はイチゴ専用肥料 (555)を窒素成分 1 0kg/

10a(2001年のみ 7 kg/1o a)、 追肥はロング250140日

タイプを10月 10日 前後に窒素成分 5 kg/1o aを施用した。

A

3113(44)4885(70)5090(73)
2831(42)4485(66)5048(74)
3200(67)4115(86)3861(80)
2630(52)3441(68)4218(83)
2650(57)3454(75)3770(82)
2346(45)3124(60)4344(84)

[結果及び考察]

花芽分化までの夜冷処理期間は2000年が27日 、2001

年の夜冷①区は25日 、夜冷②区は23日 、2002年は21日 、

2003年は28日 と年次により最大 7日 間の日数差があっ

た。対照のポット育苗との日数差は、2000年が 6日、

2001年の夜冷①区が14日 、夜冷②区が 6日 、2002年は

21日  2003年は14日 と花芽分化を促進することができ

た。収穫始めは、2000年が 18日 、2001年の夜冷①区は

30日 、夜冷②区は21日 、2002年は21日 、2003年は19

日早まり、夜冷処理の開始が 8月 上旬では30日 、 8月

中旬では20日 程度促進された (表 16)。

生育は、 1月 の草勢は作型によって大差がないものの、

頂果房の着果数は夜冷処理で多くなった (表 16)。

年内収量は、夜冷処理が1,100～ 1,700kg/10aで ポッ

ト育苗の500～ 1.200kg/10aよ り年次ごとの比較で何れ

の年も多収となった。月別収量は何れの年も夜冷処理で

は中休みがみられ、ポット育苗に比べて収量が少なくな

る月があった。少なくなる月は年次によって異なり、 1

月、 2月 あるいは 3月 の何れかの月であった。可販収量
は2001年 と2002年で夜冷処理が300～ 800kg/10aの 多

収となり、他の 2カ年はポット育苗より200kg/10a少

なく、収量が/12ない年次でも程度は小さいものであった

(表 17)。

規格別収量は、 3Lが 4カ年とも、 2Lで は 3カ年が
ポット育苗より少なく、平均果重は 3カ年が小さくなっ

た (表 18)。

区  3L 2L   I´ Ｂ

一
５５

‐８

９
４
　
う
０

４

７

４

８

０

７

８

７

ｂ^
　
０

１

３

（
う

ｂ^

２

　
７

2001年

2002年

摘曹  759
放任  598
摘苦  974
放任   469

933 1421 1243 618
869 1364 1327 761
1041 1185  516 130
850 1311 1073 430
860  959  843 254
774  947 1307 615

1772

1654

15  916  24
84  810  45

2003年 摘茜  831
放任   625

注)秀品 3L28g以上、2L21～ 28g L 15～21g M lo～ 15g、 S6～ 10g、 2S4～ 6g
良品 A15g以 上、B10～ 15g
L以上計 3L+2L+L大 玉計 3L+2L+L+A、 秀品計 3L+2L+L+M+S+2S

【試験6】 夜冷育苗による促成栽培に関する検討

[目 的]

ポット育苗による促成栽培では 「美濃娘Jは 「濃姫J
に比べ花芽分化が 2～ 3日 遅く、収穫 F711始が 11月 下旬

となる。そこで夜冷育苗による促成栽培の生育及び収量

性を明らかにする。

[材料及び方法]

試験区は夜冷処理と対照作型としてポット育苗とした。

2001年のみ夜冷処理開始時期が異なる 2処理区を設け

た。処理は 8時間日長、夜間12℃設定とした。試験は

2000年から2003年の4カ年試験を行った。

試験年次 試験区 窒素中断 夜冷開始  定植
夜冷   7月 25日  8月 16日  9月 12日
ポット  8月 10日    -   9月 18日
夜冷①  7月 23日  8月 6日  8月 31日
夜冷②  7月 23日  8月 16日  9月 8日
ポット  8月 9日    -   9月 14日
夜冷   8月 6日  8月 13日  9月  3日

2001年

2002年

表16 夜冷育苗による促成栽培の生育 (調査日2∞0年 1月 5日 、2∞ 1年 1月 16日、2∞2年 1月 9日  2003年 1月 21)

(cll)    (cm)    (cm)    (cm)    (cDl)    (cll)    (男 R)    (虐k)
2000年   夜冷 437   252   288    100    70    262    186   114   500  11月 24日

ポット 422   232   271    112    77    256    118   129   479  12月 12日
2001年 ①

②

ト

冷

冷

ツ

夜

夜

ポ

冷

ツ

夜

ポ

210   150   175    60    47    204   113   157   553  10月 26日

230   140   207    69    51    276   120   123   540  11月  5日
280   150   207    64    50    193    73   150   544  11月 26日

2002年

2003年  夜冷
ポット

260   140   173    73    55    225   157   107   476  11月  7日
ト

237    163   206    75    63    218    107    97   474  11月 19日
257   163   218    75    60    280    96   127   492  12月  8日
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表 17

試験年灰
~試
験区

2000年   夜冷
ポット

2001年  夜冷①
夜冷②
ポット

2002年  夜冷
ボット

2003年   夜冷
ポット

1044  1245   1101   741   1
519    862
648   346
931    641
1126    946
1093   551
591   1296
992    953
591   1017

1496   1o03   1598   519(100) 5923(10o)    10:4
1634   2585    869  1673(140) 6844(110)    152
1341   2019   1230  1487(124) 6473(104)    150
1360   1394   1576  1198(100) 6222(100)    158
923   1946    947  1655(274) 5819(115)    149
1093    889   1337   605(100) 5073(100)    162
801    980   1289  1128(191) 4988( 96)    157

【試験フ】無仮植育苗による促成栽培に関する検討

[目 的 ]

量性を明らかにする。

[材料及び方法]

1188   1559   591(100) 5195(100)    153

[結果及び考察]

1月 の生育は、無仮植育苗がポット育苗より草丈、小

は無仮植育苗が 12月 10日 で、ポット育苗の11月 26日 よ

り15日 遅れたが、「美濃娘Jにおいても無仮植育苗で12

615    5544( 93)

849    5955(100)

1232

379  933 1203 1107 581 1294 197 2515
ポット  737  936 1185  928 331   58  1632 116 2858(48)4491(76)4175(70)

2001年  夜冷①  443  859 1710 1700 794  118 1102 117 3012(44)4115(60)5625(82)
夜冷②  394 1037 1434 1557 746  146 1086  71 2865(44)3952(61)5315(82)
ポット 711 95014731356 623 113 942 54 3134(5p)4076(o61522o(84)

200%F  夜冷    197  820 1449 1399 675  107 1081  92 2466(42)3547(61)4646(80)
ポット 469 850 1311 1073 430  o4 819 4, 26oQ(52)3441(6814218(83)

2003年   夜冷    394  775 1143 1157 511   65   899  46 2312(46)3211(64)4045(81)
ポ ット  625  774  947 1307 615   76  77Q  73 2346(45)3124(60)4344(84)

注)秀品 3L28g以 し、2L21～ 28g L 15～ 21g、 M10～ 15g S 6～ 10g 2S4～ 6g
良品 A15g以 上 B10～ 15g
L以上計 3L+2L+L 大玉計 3L+2L+L+A、 秀品計 3L-2L+LttM+S+2S

「美濃娘」の無仮植育苗による促成栽培の生育及び収  葉の大きさ等で優る結果であった。2001年の収穫始め

試験区は無仮植育苗と対照作型としてポット育苗とし  月中旬収穫が可能である (表 19)。 年内収量は無仮植育
た。試験は2000年と2001年の 2カ 年行った。 苗が両年とも少なくなった。2000年の2、 3月 はポット

無仮植育苗では採苗・本ぼ定植を 9月 11日 とした。  育苗より収量が優つたが、可販収量は両年ともポット育
ポット育苗では 6月 中旬に受けポット方式で採苗し、窒 苗の6.000kg/10aよ り少な く、 年次差があるものの

素中断が 8月 15日 前後、本ぼ定植が 9月 中旬であった。  4.500～ 5,500kg/10aに とどまった (表 20)。 規格別収
保温開始は10月 下旬、電照期間H月 20日 前後から2月 量は2000年のA規格が多く秀品率がやや低くなり、基
末、ビニルによる通年被覆条件で栽培した。基肥はイチ  肥量の影響等検討を要するが、 I´ 以上率や大玉率は差が
ゴ専用肥料 (555)を 2000年には窒素成分 7 kg/10a、   無く、規格に対する無仮植育苗の効果はなかった (表 21)。
2001年 には10kg/10aと し、追肥はロング250140日

タイプを10月 中旬に窒素成分5kg/10aを施用した。

表 19 無仮植育苗による促成栽培の生育 (調査日2000年 1月 23日 、2∞ 1年 1月 16日 )

lcmlヽ _ (cm)__(果 )  (枚l       l■ 日)_
2000年  無仮植  518  218  297  115  74  213  93  148  478   -

ポット  490   188   279   109    72    248   113   149   493     -
2001年  無仮植  270  180  248  94  71  248  80  90  511 12月 10日

ポット  280   150   207    64   50  _193    73   150   544  11月 26B

11月 12月 1月   2月   3月   4月
886   924   1734  14662000年  無仮植  12

2001年  無仮植
ポット

775   1211   2137
988    988   1542
1360   1394  1576

4569( 73)

6222(100)

ポット  ー
603

849 1047
828

94672

406
1126

406
1198

夜冷育苗による促成栽培の月別収量 (単位 l kg/10a()内はポット育苗対比)

表18 夜冷育苗による促成栽培の規格別収量 (単位 :kg/10a、 ()内は可販収量比)

表20 無仮植育苗による促成栽培の月別収量 (単位 :kg/10a、 ()内 はボット育苗対比)



表21 無仮植育苗による促成栽培の規格別収量 (単位 l kg/10a、 ()内 は可販収量比)

3L  2L   L   M   S   2S

ポッ ト 349  906  1607 1408 589  101
2000年 無仮植 431  848  1238 1222 542   71

2001年  無仮植 579  712  935  989 515  100
ポット 711  950 1473 1356 623  113

695  45  2226(49)2921(64)3830(84)    ―

942  54  3134(50)4076(66)5226(84)   158

1122  70  2518(45)
937  57  2862(48)

3640(66)4352(78)
3799(64)4961(83)

α
υ
　
〓
Ｊ

注)秀品 3L28g以 上、2L21～28g L 15～21g M 10～ 15g、 S6～ 10g 2S4～ 6g
良品 A15g以 上 B10～ 15g
L以上計 3L■ 2L+L、 人モ計 3L+2L+L+A、 秀品計 3L+2L+L+M+S+2S

総合考察

イチゴ新品種 「美濃娘Jは 2004年 3月 に品種登録出

願し、2005年作では共販面積の10%弱、 5 haで栽培さ

れ、今後も普及見込みである。 1998年に品種登録され

た岐阜県育成の 「濃姫」
りに次ぐ「美濃娘Jは、果実特

性に優れるものの 「濃姫」に比べ草勢が弱いことや果梗

の長さが短い
2'こ
とからこの品種に適した栽培技術が必

要である。果梗の伸長には10月 下旬の頂果房の出苦期

にジベレリン処理を行い、また 1月 中下旬に休眠抑制に

ための 2回目処理が有効であるとされている。しかしな

がら、ジベレリン処理だけでは草勢維持は不 卜分である

ことから、栽培要因と生育及び収量性に及ぼす影響を検

討し、それぞれの要因に対し栽培技術を明らかにした。

基肥の施肥量では多肥により商品果率や平均果重が劣

り、10kg/10a程度の施肥量が収量性等に良好である。

この施肥量は、現在岐阜県の主力品種となっている「濃

姫Jと同程度である。

株間を広げることにより栽植株数が減る一方、株当た

りの収量が増えることをこれまでにも確認している。株

数が減った分を株当たりの収量が補い、面積当たりの収

量が維持される品種として「とよのかJがあり、株間が
25cmが適当とされた。「濃姫」「女峰」は株当たり収量

が補いきれず、面積当たり収量としては15cm株間が上

がるものの、作業性の点から18cnlが適当と認められて

いる (未発表)。 「美濃娘Jは株間 1 5cnlで収量性が劣り、
24cDでは前期収量が減ることから、18～ 21c皿が適当と

判断され、株間が広がることに対する反応は 「濃姫」

「女峰Jよ り「とよのかJに近い。
「美濃娘Jの電照時間は 2時間電照では草勢が劣り、

収量が確保できないことからそれ以上の電照が必要であっ

た (未発表)。 本報告では、 6時間で草勢が優る試験年
次が多く、草勢を促すために有効であり、 L以上率が多

くなることがみられたが、全期間の収量では劣った。 4

時間電照を基本とし、草勢が劣るときには一時的に 5～

6時間に延長することが適当と考えられる。草勢を旺盛

にするため電照開始時期を慣行より20日 程度早めた10

月下旬とする試験を行つたところ、慣行より草勢が優る

結果となったが、収量は何れの年次も慣行より劣り、草

勢を促すための早期の電照開始は注意が必要である。葉

色が早期電照でやや淡いことから、軟弱徒長の生育となっ

ており、バランスの良い生育についてさらに検討が必要

である。

摘苦によって放任より生育がやや促されるようであり、

草勢が劣るときの対処方法として摘苦が有効であると考

えられる。2001年 に行った程度の軽い摘苦では放任よ

り収量が多くなる結果もみられるが、この時には大果生

産への影響は小さく、平均果重の差も小さかった。

2002・ 2003年では摘書の程度を強め試験を行つたとこ

ろ、収量では放任より少なくなったが、大玉生産では効

果が顕著であり、平均果重も 3～ 5g大 きくなることが

認められた。2003年のように500kg/10aの 収量差があ

ると大玉生産によっても粗収益を補償することができず

強い摘蕎は注意を要する。摘音の指針を明確にすること

も残される課題である。

「美濃娘」の夜冷育苗による促成栽培への適応性は、

花芽分化が促進され、 8月 上旬処理開始で10月 下旬収

穫開始、 8月 中旬処理開始で11月 上中旬収穫開始と
「女峰」「とよのか」の事例と同程度の促進効果である。

年内収量はポット育苗が通常の花芽分化であれば 2倍の

収量が得られるが、全期間の収量では多い年次と少ない

年次がありその差は小さく、ポット育苗と同程度と判断

すべき結果である。夜冷育苗による促成裁培は収穫期の

前進化、定植や収穫作業の分散化で他品種同様に経営に

とつて有利と考えられ、推奨すべき栽培方法である。

「美濃娘Jの無仮植育苗による促成栽培への適応性試

験では、生育はポット育苗より優る傾向であるが、

2001年 の収量がポット育苗の27%減 と少収となる結果

であった。「濃姫Jでは炭そ病が蔓延していない平成10

年頃まで、花芽分化が他品種より早いことを利用して 9

月上旬定植により収量向上を図つた事例があるが、炭そ

病の多発から今ではほとんど行われていない。「美濃娘」

は花芽分化が 「濃姫Jよ り2～ 3日遅く、 9月 上旬定植
の無仮植育苗による促成栽培が困難であり、また、病害

抵抗性を持っていないことも併せ検討すると隔離育苗が

できない無仮植育苗は有効な作型とは言えない。

本報告では 「美濃娘」の栽培技術の4要因と作型適応



20

性を検討した。各要因について生育状況及び収量性につ

いて年次変化も検討しながら現状での技術を明らかにし、

今後の課題を提起した。また、採苗時期、苗質、普通ポッ

ト育苗における花芽分化促進の安定技術及びガク枯れの

原因究明と防止技術等について引き続き研究を行い、

「美濃娘」の栽培技術の速やかな普及を図りたい。
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